
令和5年度　北区地域支援連絡会議　グループワーク（３班）

②課題と感じたこと

①気にかけた、気にかけあう行動や取組の内容 ③連携・協働について

④工夫・改善点・アイデア

桃色（医師会）

民生委員の立場とし

て、一人暮らしの方

には委員に連絡でき

るよう名前と電話番

号を教えた

地域の活動（ふれあい喫

茶など）に繋ぐ

子育て層の知り合

いづくり

イベントへのお誘い

コロナが5類になったが地

域参加がしにくい状況が

続いている？感染対策を

して再開していきたい

コロナが落ち着

く、、、防災訓練

や研修会を再開

地域の行事に参加

している人達が高

齢化している

母子家庭の子ども

と学校との繋がり

事前の情報収集の不足

相談に来られない

方への対応（情報

発信、網の目）

全区域に手が届か

ない

イベントの次への

支援

イベント後の居場

所づくり

災害への備え（意

識が高まらない、

あきらめ感）

民生委員に対して各振興

町会長がいるのでその連

携を密にする（地域に選

りけり）

地域活動のグループ

と連携

近隣区の子育てプ

ラザとの連携

学校で児童生徒に知ってもらい、

保護者に共有してもらう

高齢者、障がい者には病院とか通所

施設とかと関わっていく

子育てサークルへ

の参加

仲間づくりの場の

提供

独居の方へのあい

さつ、声掛け

なるべく行事に参

加を勧める

地域行事にできる

限り顔を出すよう

に心掛けた

子どもの居場所を地域の

皆さんにご理解・ご協力

を頂いた

地域の方との情報

共有

関係機関との関わり

要配慮者個人ごと

の防災支援計画づ

くりの開始

いきいき活動の必

要性が大事

訪問時に高齢者などの繋がり

が小さく、少ないと感じた

地域の色々なグループの

横断的な集まりが少ない

ように思う

警察との連携によりタイ

ムリーに情報連絡が可能

専門職と共有

スクールソーシャルワーカー

（ＳＳＷ）との連携

地域のつどいの広場

との連携（地域の身

近なところで支援）

専門学校や大学や高校と

もっと連携し、若い力を繋

げたい

（集約）

・大きい組織と小さいグループの繋がり

・小さな気づきと広い見守り

・孤立化している人への情報の渡し方

黄色（地域） 青色（施設・社協） 橙色（区役所）

地域の活動（ふれあい喫

茶など）に繋ぐ

子育て層の知り合

いづくり

イベントへのお誘い

コロナが5類になったが地

域参加がしにくい状況が

続いている？感染対策を

して再開していきたい

相談に来られない

方への対応（情報

発信、網の目）

地域の方との情報

共有

関係機関との関わり


